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年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

皆
様
が
グ
ラ

バ
ー
園
を
訪

れ
や
す
く
な

る
仕
組
み
の

一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
い

る
た
め
、
今

後
、
他
施
設

の
状
況
を
考

慮
し
、
導
入

に
つ
い
て
前

向
き
に
検
討

し
た
い
。

長
崎
市
で
は
民
間
へ
の
業
務
委
託
が
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、
委
託
に
伴
う
地
域
経
済

及
び
雇
用
へ
の
波
及
効
果
を
ど
の
よ
う
に
評

価
、
検
証
し
て
い
る
の
か
。

長
崎
市
で
は
、
市
民
課
に
お
け
る
窓
口

業
務
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
委
託
化
や
施
設
の
管
理
運
営
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
２
３
０
０
名
程
度
の
民
間
の
雇
用
創

出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
委
託
化
な
ど
に
よ
り
削
減
し
た
経

費
を
新
た
な
行
政
課
題
へ
の
対
応
や
重
点
事

業
の
実
施
に
振
り
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
経
済
及
び
雇
用
へ
の
波
及
効
果
と
あ
わ
せ

て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

5
月
に
計
画
の
内
容
が
報
道
さ
れ
た
が
、

地
域
や
保
護
者
が
統
廃
合
に
反
対
し
た
場
合

は
、
譲
歩
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
立
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
、
昭

和
30
年
代
の
ピ
ー
ク
時
と
比
較
し
約
７
割

減
少
し
て
お
り
、
多
く
の
学
校
で
小
規
模
化

が
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
子
ど
も
た
ち
が
集
団
生

活
の
中
で
活
気
に
満
ち
た
活
動
が
で
き
る
よ

う
な
学
校
規
模
を
確
保
す
る
た
め
、「
長
崎
市

立
小
学
校
・
中
学
校
の
規
模
の
適
正
化
と
適

正
配
置
の
基
本
方
針
」
を
平
成
29
年
２
月
に

策
定
し
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
具
体
的
な
実

施
計
画
案
を
作
成
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
の
合
意
な
し
で
統
廃
合
を
進

め
る
こ
と
は
な
く
、
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

合
意
を
い
た
だ
い
た
上
で
進
め
た
い
。

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

中
、観
光
消
費
額
は
前
年
を
下
回
っ
て
い
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

観
光
消
費
額
拡
大
の
た
め
、
商
店
街
等

に
お
け
る
決
済
環
境
の
改
善
や
飲
食
メ
ニ
ュ

ー
の
多
言
語
化
を
は
じ
め
、
ま
ち
あ
る
き
観

光
の
推
進
、
消
費
効
果
の
高
い
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

誘
致
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
夜
型
観
光
を
充
実
さ
せ
、
消
費

単
価
の
高
い
宿
泊
客
の
増
加
に
つ
な
げ
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
３
カ
年
の
年
次
計
画

に
よ
り
斜
面
市
街
地
の
既
存
街
路
灯
の
改

良
や
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
施
設
や
道

路
等
の
照
明
整
備
を
行
い
、
夜
景
の
さ
ら
な

る
魅
力
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、世
界
遺
産
、

出
島
等
の
特
色
あ
る
観
光
資
源
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
滞
在
型
観
光
を
な
お
一
層
推
進

し
、
消
費
額
増
加
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。

高
齢
や
障
が
い
に
よ
り
一
般
の
避
難
所

で
の
生
活
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た
福
祉

避
難
所
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

現
在
、
長
崎
市
の
福
祉
避
難
所
は
、
高

齢
者
施
設
80
カ
所
、
障
害
者
施
設
９
カ
所
の

計
89
カ
所
で
あ
り
、
約
１
４
５
０
人
の
受
け

入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
平
時
よ
り
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
施
設
名
と
住
所
の
一
覧
を
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
に
配
布
し

て
い
る
。

　
今
後
は
、
消
防
団
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
民

生
委
員
、
介
護
支
援
専
門
員
等
の
地
域
の
支

援
者
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
、
災
害
発
生
時
に
十

分
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

こ
れ
ま
で
、市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

炭
鉱
跡
を
活
用
し
た
体
験
施
設
で
の
観
光
客

受
け
入
れ
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
図
ら

れ
て
き
た
。
今
後
の
島
の
活
性
化
に
つ
い
て

の
考
え
方
や
具
体
的
な
支
援
策
を
伺
い
た
い
。

日
本
で
唯
一
、
坑
道
内
を
常
時
体
験
で

き
る
と
い
う
強
み
を
生
か
し
た
池
島
炭
鉱
施

設
に
つ
い
て
、
長
崎
市
で
は
平
成
23
年
度
か

ら
炭
鉱
体
験
に
係
る
運
営
費
の
補
助
な
ど
を

行
い
、
あ
わ
せ
て
約
４
９
０
０
万
円
か
け
て

ト
ロ
ッ
コ
の
整
備
や
施
設
の
安
全
対
策
を
行

っ
て
き
た
。

　
今
後
と
も
、

地
域
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、

貴
重
な
旧
炭
鉱

資
産
や
地
域
資

源
を
生
か
し
た

交
流
人
口
拡
大

に
取
り
組
み
た

い
。

▲平成28年の入場者数は約101万人

▲池島炭坑体験の様子

▲多言語メニュー作成支援サイト「E
イ ー ト
AT長

ながさき
崎」で

　は、簡単な操作でお店のメニューを日本語を含
　む13カ国語で作成できます。

市
民
ク
ラ
ブ

業
務
委
託
が
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

小
中
学
校
の
統
廃
合
計
画

観
光
消
費
額
拡
大
へ
の
取
り
組
み

池
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地
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の
活
性
化

災
害
時
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高
齢
者・障
が
い
者
の
避
難
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